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PRESS RELEASE 

中南米 12か国の防災担当行政官が 
北上川の治水事業を学ぶ 

～JICA研修員が北上川学習交流館と大林水門を訪問～ 

 

 独立行政法人国際協力機構（JICA) 関西センターでは、6月 18日から 7月 11日まで、

一般財団法人アジア防災センターの協力のもと、「中南米総合防災」研修を実施しています。

この研修には、中南米の 12か国 14名の防災担当行政官が参加しており、防災に関する日本

の経験・知見を共有し、防災・減災推進のための計画策定手法を学びます。 

7月3日には日本での治水事業の事例として、北上川治水事業の一環として進められている

「一関遊水地事業」の現場を訪問します。研修員が北上川の歴史、地形的な特徴、災害履歴な

どを確認し、遊水地の役割やオペレーションについて理解を深め、自国の防災対策・技術の推

進に役立てることを目的としています。 

 中南米地域は、風水害、土砂災害、地震、火山災害など日本と共通する様々なリスクを抱え

ており、これらの自然災害によって人的・経済的損害は拡大しているのが現状です。 

東北最大といわれる北上川の遊水地の仕組みを学ぶことで、各国で防災・減災の取り組みや

防災計画の策定に活かされることが期待されています。以下の日程で取材・研修員へのイン

タビューが可能ですので是非ご検討ください。 

 

取材可能日程：2024年 7月 3日（水） 

時間 内容 場所 

10:00-12:00 講義「北上川の治水事業と地域の発展」 

岩手県立一関第一高校 1年生との交流 

北上川学習交流館あいぽーと 

一関市狐禅寺字石ノ瀬 155-81 

13:00-13:50 北上川学習交流館あいぽーと施設見学 同上 

14:00-14:30 大林水門視察 一関市中里字下大林 

※本視察は国土交通省岩手河川国道事務所の協力を得て実施します。 

 

研修対象国：12か国 

ブラジル、チリ、コロンビア、コスタリカ、ドミニカ共和国、エクアドル、エルサルバド

ル、グアテマラ、メキシコ、ニカラグア、パナマ、ペルー 

※当日は日本語⇔スペイン語の通訳 2名が同行します。 

 

-ご取材いただける場合は以下まで事前にご連絡ください- 

【本件に関する問い合わせ先】 

独立行政法人国際協力機構（JICA) 関西センター 研修業務課 

有江 由貴（ありえ ゆき）  〒651-0073神戸市中央区脇浜海岸通 1-5-2 

TEL: 078-261-0383（代表） 080-7144-8455（直通）  E-mail: Arie.Yuki2@jica.go.jp 
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